
患者 術者

麻酔科医

麻酔薬
（薬理効果）

手術操作
（侵襲）患者状態

手術室内

術前評価 麻酔準備 導入

患者診察と評価
合併症対策
手術内容把握
術前指示
術前カンファレンス
麻酔法決定
第 2章（p.34）

●異常事態への対応　第 3章‒11（p.177）
●合併症をもつ患者管理　第 3章‒12（p.198）
●手術別の麻酔管理（すべきことを知る）第 3章‒13，14（p.213，241）

●麻酔に必要な手技　第 5章（p.264）
●麻酔薬，救急薬の知識　第 6章（p.367）

麻酔器具
薬剤／輸液
必要物品準備
第 3章‒1（p.71）
第 3章‒9（p.155）
第 6章（p.367）

モニタリング
ルート確保
導入薬投与
気道確保

第 5章‒4（p.303）
第 5章‒1，2（p.264，270）
第 6章‒1‒2，3，4
　（p.373，379，383）

第 1章‒1（p.24），第 3章‒8（p.153）

モニターで表示しているのは，何もしてい
ない時の状態ではなく手術侵襲が加えら
れ，麻酔でコントロールしている状態です．
患者の状態のみをモニターが反映するので
はなく 3 要素の影響を合わせたものを表示
しているため，3 要素のそれぞれについて
考えることが大切です．

手術にあたって麻酔科医がすべきこと

知っておくべき知識と手技

麻酔管理時に考えるべき3項目

チャートで見る麻酔科医の仕事
（仕事の内容別目次）
仕事の流れとそれに関連する解説があるページがわかります
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患者 術者

麻酔科医

麻酔薬
（薬理効果）

手術操作
（侵襲）患者状態

手術室内

術前評価 麻酔準備

全身麻酔の基本的知識　第 3章‒2，8（p.83，153）
麻酔薬の維持・覚醒　第 3章‒3，8（p.88，153）

導入

気管挿管

手術操作で患者状態は変化する
（p.154）

巻末の文献 25より．

不安の
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手術前
の湖

切開
手術の山

麻酔薬血中濃度

回復の
平野
ICU高地

腸管血管
遮断腸管牽引

睡眠の川

維持 覚醒 術後管理

患者診察と評価
合併症対策
手術内容把握
術前指示
術前カンファレンス
麻酔法決定
第 2章（p.34）

●異常事態への対応　第 3章‒11（p.177）
●合併症をもつ患者管理　第 3章‒12（p.198）
●手術別の麻酔管理（すべきことを知る）第 3章‒13，14（p.213，241）

●麻酔に必要な手技　第 5章（p.264）
●麻酔薬，救急薬の知識　第 6章（p.367）

研修医の心構え　はじめに，第 1章（p.24）

麻酔器具
薬剤／輸液
必要物品準備
第 3章‒1（p.71）
第 3章‒9（p.155）
第 6章（p.367）

モニタリング
ルート確保
導入薬投与
気道確保

モニタリング
手術侵襲評価
麻酔薬血中濃度評価
手術体位
輸液輸血

モニタリング
術後鎮痛
覚醒反応への対応
術後指示

術後回診
合併症把握
鎮痛評価
術後疼痛管理

第 5章‒4（p.303）
第 5章‒1，2（p.264，270）
第 6章‒1‒2，3，4
　（p.373，379，383）

第 3章‒4，5，6
（p.104，107，115）
第 3章‒7（p.148）
第 3章‒9，10（p.155，166）
p.376

第 4章‒1，2
　　　（p.250，252）

第 1章‒1（p.24），第 3章‒8（p.153）

第 4章‒2，3
　　　（p.252，258）
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モニターで表示しているのは，何もしてい
ない時の状態ではなく手術侵襲が加えら
れ，麻酔でコントロールしている状態です．
患者の状態のみをモニターが反映するので
はなく 3 要素の影響を合わせたものを表示
しているため，3 要素のそれぞれについて
考えることが大切です．

手術操作を考慮した麻酔管理

手術にあたって麻酔科医がすべきこと

麻酔科研修をはじめる前に

知っておくべき知識と手技

麻酔管理時に考えるべき3項目
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